
1.9%

1.9%

2.8%

3.6%

3.8%

6.3%

9.6%

10.3%

14.2%

30.8%

36.6%

55.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

老人クラブ（さんさんクラブ）活動

地域での活動

学習や教養を高める活動

ボランティア活動

その他

思いつかない

仕事

スポーツ

買物や旅行

趣味や娯楽

友人・知人との交流

家族との関わり

順位 該当項目

第１位 認知機能の低下（44.7％）

第２位 うつ傾向（41.9％）

第３位 転倒リスク（34.5％）

第４位 口腔機能の低下（27.3％）

第５位 閉じこもり傾向（21.6％）

第６位 運動器機能の低下（18.8％）

第７位 低栄養状態（1.7％）

令和４年度　宮崎市　介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（第１号被保険者）
結果概要

①回答者の年代 

②生活機能評価 

回答結果から、厚生労働省が示した「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査実施の手引き」に基づき、
「運動器機能の低下」、「閉じこもり傾向」等の判定を行いました。

18.8%
34.5%

21.6%
1.7%

27.3%

44.7%

41.9%

0%

20%

40%

60%

運動器機能の低下

(n=1,831)

転倒リスク

(n=1,894)

閉じこもり傾向

(n=1,888)

低栄養状態

(n=1,791)

口腔機能の低下

(n=1,886)

認知機能の低下

(n=1,870)

うつ傾向

(n=1,843)

④生きがいについて③住民同士の支え合いについて

８割以上の方が、住民同士の見守り、助け合う
仕組みの必要性を感じていました。

33.9% 48.5% 11.3%

2.7% 3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,908）

必要 どちらかというと必要 どちらかというと必要ない 必要ない 無回答

【必要だと思う】

0.0%

1.8%

2.1%

3.6%

5.0%

5.7%

10.0%

12.5%

14.6%

17.1%

21.7%

21.7%

33.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

金銭管理

洗濯

ペットの世話

その他のお手伝い

お墓の掃除

食事の準備

電球交換

室内の掃除

食品や日用品の買出し

ごみ出し

話し相手

買物や通院の送迎

庭の除草や剪定

日常生活において、地域の人に何かお手伝い
してもらいたいこととして、「庭の除草や剪
定」、「買い物や通院の送迎」、「話し相
手」が上位となりました。

「家族との関わり」の割合が最も高く、次いで
「友人・知人との交流」、「趣味や娯楽」と続い
ています。

61.9% 9.6% 10.2%

1.0%

12.3% 5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,908）

医療（通院や訪問診療）や介護サービスを受け、できるだけ自宅で過ごしたい

医療での治療を優先し病院で過ごしたい

高齢者向けの施設に入り過ごしたい
その他

わからない

無回答

【自宅で過ごしたい】 【医療・福祉施設で過ごしたい】

⑤今後の生活について

仮に介護または病気療養が必要になった時の過
ごし方について、６割以上の方が、医療（通院
や訪問診療）や介護サービスを受け、できるだ
け自宅で過ごしたいと回答していました。

〇調 査 期 間 ：令和５年１月１０日～１月２４日 
〇調査対象者：介護保険要介護認定を受けていない65歳以上の市民3,000人（回収数1,908、回答率63.6%）
〇調 査 方 法 ：調査票の発送は郵送方式。回収は郵送方式またはWEB方式。

22.7% 28.2% 18.2% 14.7% 10.0%

4.1% 1.6%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,908）

６５～６９歳 ７０～７４歳 ７５～７９歳 ８０～８４歳 ８５～８９歳 ９０～９４歳 ９５歳～ 無回答

【前期高齢者】(50.9% ) 【後期高齢者】(48.6%)



18.8%
10.5%

8.7%
61.4%

44.1%
68.2%

31.4%
15.5%

10.9%
12.8%

11.3%
21.1%

4.7%
1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

家族や親戚との人間関係

友人や知人、近所の人との人間関係

話し相手がいないこと

生活費

自分の介護

自分の健康や病気

家族や親戚に対する介護

通院の介助や手段

掃除や洗濯などの日常生活のこと

食事の用意や配食など

財産の管理や遺産相続など

子や孫の将来

特に悩みや不安はない

その他

48.7% 29.9% 18.3%

2.4%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,162）

医療（通院や訪問診療）や介護サービスを受け、できるだけ家で過ごしてもらいたい
高齢者向けの施設に入り、過ごしてもらいたい
わからない
その他

令和４年度　宮崎市　介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（第２号被保険者）
結果概要

①回答者の年代 

②セカンドライフ（老後）について 

現在、仕事をしている人のうち、「65歳くらい
まで」働きたい方が35.6%で最も高く、次いで
「働けるうちはいつまでも」が23.0%という結
果になりました。

③介護に関する考え方について

回答者の家族が介護を必要とし、回答者が主介護者になった時に、その家族にどのような生活を送ってほ
しいか伺ったところ、「医療や介護サービスを受け、できるだけ家で過ごしてもらいたい」が約半数を占
めました。

〇調 査 期 間 ：令和５年１月１０日～１月２４日 
〇調査対象者：4 0 歳～ 6 4 歳の市民 3 ,000 人（回収数1,162、回答率38.7%）
〇調 査 方 法 ：調査票の発送は郵送方式。回収は郵送方式またはWEB方式。

36.2%(421人) 38.3%(445人) 25.1%（292人）

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,162）

４０代 ５０代 ６０代 無回答

セカンドライフの「生きがい」として考えてい
るものを２つまで選んでもらったところ、「趣
味や娯楽」が53.3%で最も高く、次いで「家族
との関り」が48.9%という結果になりました。
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④地域包括ケアシステムについて

回答者が高齢期（６５歳～）の生活を考えた時 に、
不安に感じるものとして、「自分の健康や病気」
の割合が最も高く、次いで「生活費」、「自分の
介護」などが続いています。

2025年問題、2040年問題について、47.7%の方
が「知らない」と回答しています。。

4.9%

9.0% 36.9% 47.7%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,162）

よく知っている 簡単に説明できる程度 聞いたことがある程度 知らない 無回答


